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学習指導要領の中学校理科の目標からみて、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力につ

いて、日常生活や社会 の文脈における事象の中から問題を見いだして課題を設定し、探究の過程を通して課題を解

決することについて出題することとした。なお、中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説理科編において、資

質・能力を育成していくためには、自然の事物・現象に関わり、理科の見方・ 考え方を働かせ、見通しをもって観察、

実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を 科学的に探究する活動がより一層重視されている。このことか

ら、生徒が見通しをもって探究の過程を遂行し、対話によって自分の考えをより妥当なものにしたり、広げたり深め

たりすることに配慮して問題を作成した。  

 

 

◇基本的な知識及び技能は習得できていると考えられる。 

◆知識及び技能を関連付けて、分析・解釈する力に課題がある。 

 

<分類・区分別集計結果> 

 

 

 

 

 

 

◇元素記号を答えるなどの基本的な知識は習得できている。 

◆結果からわかったことやふりかえりなどを表現することに課題がある。 

問題作成の趣旨 

結果概要 

学習指導要領の領域・内容別の主な特徴と指導改善のポイント 

中学校理科 

◇…比較的できている点 

◆…課題のある点 

「粒子」を柱とする領域 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な設問例

（大問１（６））

水道水と精製水に関する２人の発表を見て、探究の過程における

あなたの振り返りを記述する。

・教科書の内容を指導する際に、既習事項や関連する内容を用いて文章で表現させたり、

実験を行う単元では、結果分析において、その結果から考えられる事柄を発表する機会を

設け、他者の考え方に触れ、自らの考えを省察する授業を行う。 

指導改善のポイント 

正答率：６６．７ ％ 

 



 


